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台風９号に伴う降雨における
白川ダム・寒河江ダムの防災操作（洪水調節）効果について

白川ダムによる水位低減効果 約３１センチ

寒河江ダムによる水位低減効果 約１３９センチ

【発表記者会：山形県政記者クラブ】

※防災操作（洪水調節）：川の増水を少なくするため、ダムに流れ込む水を貯
めて川の水の量を減量している状態です。

最上川ダム統合管理事務所管内では、台風９号に伴う降雨により平成２８年
８月２２日から２３日にかけて、白川ダム及び寒河江ダムにおいて洪水調節を
実施しました。
白川ダムへの最大流入量は約３１１m3/sで、洪水調節でダムにため込んだ水

の総量（以下、「調節総量」とよびます。）は、約１３１万m3に達しました。
（東京ドームを容器とすると約１杯分）

この洪水調節により、白川ダムの下流河川の水位を約３１cm低減させる効果
があったものと推測されます。
寒河江ダムへの最大流入量は約５４０m3/sで、洪水調節でダムにため込んだ

水の総量（以下、「調節総量」とよびます。）は、約４９７万m3に達しまし
た。（東京ドームを容器とすると約４杯分）

この洪水調節により、寒河江ダムの下流河川の水位を約１３９cm低減させる
効果があったものと推測されます。

今後しばらくの間、ダムからの放流がつづきますので、河川やダムの情報に
注意してください。
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